
岩木山の殖吻景親について

勝 俣 衛

はじめに

岩木山(粛高1,625m )は津軽平野の南 西庫の平野部に孤立して位置する成層火山であ

り,火山活動の新旧のため,地形が明瞭でない地域もあるが,円錐形状の山体としてとらえる

事ができる｡

岩木山に生育する植物については,植物学からの報告がある(細井1962,石川他,

1969など)那,筆者払 それらの報告をもとにして,岩木山の植生 を地理学的に考察しよ

うとするものである.

具体的には相貌的特性に基づく植生区分を行い,群落分布について斜面方位との関連で考察

しようとするものである.

ここでいう相親的特性とは次のような事である0

8)群落の優占種のもつ生活形 -高木,低木,草木など

(2) 個体のもつ密度 一密生群落,疎生群落など

(頚 群落の高さ一高木林,低木林,草原など

(4 季節による変化 一常緑林,落葉林など

(句 群落の色 一針葉樹林,広葉樹林など

なお,調査方法は登山道を中心 とした実施調査のため,かなり大まかなものであるが,合わ

せて航空写真を参考にした｡

1 群落の分布について

吐) 垂直的な分布

相親的時性に基づき本地域の植生は6地域に植生区分される(第1図)○

〔落葉高木帯〕

ブナ林が優占する高木帯であり,E,ESにはミズナラ林も広く分布している｡草本層には

チシマザサがよくみられる｡
＼

分布は,急傾斜面である東伽=ま直線的に分布限界が位置し,酉脚で拙也形のため典線的であ

り,南側は1100mあたりまで分布 している｡

【落葉低木帯〕.

落葉高木牡,海抜高の増加につれ,次第に謝高を減じ,散在して分布し,高木層がみあたら

なくなっていき,亜高木層,低木層が優占する植物帯に移行していくD この景境域が落葉低木
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帯である｡

〔チシマザサ帯〕

東斜面と酉斜面にはチシマザサ

帯が広く分布している｡この植物

帯はほとんどチシマザサ純群落を

顔式とし,下限付近では落葉低木

を混合している｡

〔コメツガ林〕

コメツガ林が赤倉沢の北西の稜

線部,鳥海山の南東の境線部に,

小林分を形成している｡

【高山低木帯〕

鳥海山付近.山頭を南北に走る

境線の酉軌 赤倉沢の北東の稜線

部に分布している｡落葉低木帯と

の相異は,この植物帯の階層は単

層,群落の高さは低木,壌 少で密

集しているのに対して,落葉低木帯は多層であり,亜高木層も見 られ,散在 して7-くる事である｡

〔高山草本植物帯〕

山頂の東斜面にのみ分布し,著 しく樹高の低い特殊な低木,草本がみられる地域であり〝お

花畑 〝と呼ばれる高山草原域で,好雪性の植物が多 くみられ,稜線により高山低木帯と区分さ

れる｡

以上のように地域は6区分されるが,その分布の特徴は針葉樹林帯が欠落しているため亜高

山域が区分されにくいという事である｡

八甲田山の針葉樹林帯を蓮占しているオオシラビソ林は,全く本地戒では見あたらない｡こ

の針葉戚林帯の発達が悪い現象については,鳥海山 月山,白神岳など日本海側に位置する山

岳に一般的な萌轟である｡

この現泉が主として気侯的なものによるのか,地史的な土地の新旧と植物の伝播に起因する

ものかは,まだ定説がない (牧田1967)｡

∽ 東斜面と西斜面の群落分布の相異について

酉斜面の垂直分布は, 1050mあたりまで落葉高木罷 その上部に蘇葉低木帯が分布し,

さらに1200m～1350mにかけてチシマザサ最 それより上誰から稜線にかけて高山低
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木帯が分布している｡

同譲に東斜面では, 900mあたりまで落葉高木罷 1200mあたりまで落葉低木帯チシ

マザサ帯がそれに続き, 1350mより上部には高山性草本植物帯が分布している｡

高山低木帯と高山性草本植物帯は山頂を南一北に走る稜線によって区分され著しく植物景観

を異にしている｡

東斜面と西斜面の群落分布の相異は以下のようにまとめる事ができる｡

(1) 落葉高木帯の上限高度が,約200mほど高度差がみられる｡

Q) 落葉低木帯の分布域が東斜面に比較して,西斜面で狭い｡

(3) 樹木は酉斜面では稜線まで壌少な外形を示 しながらも密集して生育しているのに対し,

東斜面ではチシマザサ帯の下限付近までしか生育 していない｡

(4 山風 稜線の東側には多雪地特有な草本植物が生育しており,いわゆる高山草原が広く

分布している｡

以上のような東斜面と酉斜面の群落分布の相異について風速分布と積雪分布から説明してみ

る｡
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･風速分布と地形の関係については

〔第2図〕のような関係があり,風速

は,風上斜面の稜線付近で最大となる

(吉野,小沢1965)｡

讃雪分布と地形の関係についても,

〔第2図〕のように,平坦地から焼斜

地になるにつれ讃雪量は増大し,風上

斜面の斜面上部では吹き払われ,山頂
I

直前で積雪値は最小を示す (吉野ら)｡

これ らの関係を岩木山について推定

'してみると,山麓から次第に風速を増

し,酉斜面の緩儀斜面で一一時風速を減ずる｡しかし,再び稜線に向う斜面で次第に風速を増し,

山頂付近で最大となるのが,風速分布である｡

積雪分布では,酉斜面の緩傾斜面で最大値をとり,稜線に向う僚斜面で,次第に減少し,吹

き払われた雪は東斜面に吹きだまりを形成する'｡

東斜面に関してははっきりとしないが,残雪分布では東斜面に広 くみられ,遅くまで残雪が

みられる｡

部落分布と風施 療雪との関係については,西斜面のチシマザサ帯は多雪域であり,高山低
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木帯が分布する地蔵は強風戒であり,積雪は少ない地域である｡

一方,東斜面の高山草本値物帯は.吹きだまりが形成 される地域で多雪戒であり,チシマザ

サ帯は残雪が遥 くまである地域である.

(3) 針葉樹林の発達が惑い現象について

植生区分図から明 らかのように,亜高山域には針葉樹林帯は欠落 しておりコメツガ林が僅か

にみられるだけである｡

海抜900m～1200mが亜高山域とい ってよいと患 うが,岩木山では,チシマザサ帯と

落葉低木帯がその高度に分布しており,針葉樹林帯はそれらの植物帯によって置換えられてい

る｡

東北鞄方の北部の気候下では亜高山域はアオモリトドマツ林が気虞的庫掴林 として分布し,

八甲田山がその例であるが,これに対して岩木山のコメツガ林は鳥海山南東の凌腐乱 赤倉沢

北西の稜線蔀に少承分がみられ,アオモリトドマツは全く見あたらないQ

コメツガ林が分布している地或は,いずれも急傾斜地の土壌の浅い凌鹿部であることから,

気侯的海相林に対して,地形的,士魂的極相林 として本地域のコメツガ耕 まとらえる事ができ

る｡

2 群落の高さ

群落の高さはJ-.産生の相嶺的雛 をよく表現している｡前掲の植生区分図にも.詳落の高 さは読

みとれるが,群落の高さの分布図を作成してみた｡ 〔弟3囲〕
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この分布図によれば群落高が1mの

群落高戒は高山草本植物帯の全域,高

山低木帯の凌廉知,チシマザサ帯の上

部を分布域としているo群落高が2m

の讃落高域はチシマザサ帯と高山低木

帯に分布している｡赤倉沢の北東稜線

部は海抜高度からは高山戒ではないの

に高山低木帯として植生区分されたの

は戚落高が低い事も理由であった｡

5mの分布巌は落葉底本帯域と-敦

している｡岸藩の高さの低い地域は東

側 に広く分布しているがこれは束斜面

の多雪,,Jji雪現象にその主用をおき,

2mの分布戒は西側に広く分布してい



るのは多雪域,強風域であるチシマザサ亀 高山低木帯が,この方位に広く分布しているから

である｡

3 要 約

岩木山に生育する植物について斜面方位 と群落分布の関連を中心に,相韻的特性に基づく詞

査 を行ない,その結果は以下のように要約 される｡

(1) 東斜面と西斜面の群落分布に異な･りがみられ,山頂を南北に走る稜線により高山低木

帯と高山草本直物帯に区分さn,両者の植物景親は著しく異なっている｡

(2) この現象について風速分布と庸雪分布から考察してみると,西斜面は強風域であり,

東斜面は多雪域であり,乾廉斜面と湿潤斜面の相違が植生分布の違いに多く影響を与えている｡

(3) 劇薬樹林帯は群落帯としては全 く欠落しており,チシマザサの純群落,落葉低木帯に

よって置き換えられている｡

コメツガ林が赤倉沢の北西複線部,鳥海山の南東稜線部の,いずれも稜線部急腐斜地に林分

を形成するだけであり,八甲田山などの亜高山域と植物景親を著 しく異にしている｡

(4) この現象についてはコメツガ林が地形の急傾斜な凌鹿部にのみ生育しており,気侯的

極相林であるオオシラビソ林に対して,コメツガ林坑 地形的,土壌的面相林としてとらえら

れる｡

今回の報告は,マクロ的に岩木山の癌生をとらえたものであるが,今後微地形との蘭連にお

いて,ミクロ的にとらえなおす事が必要であろう｡筆者に与えられた課題としては調査方法の

研究と,どのような親点で地域の植生をとらえるかという問題である｡

この葡告を作成するにあたり,有益な助言や,いろいろな便宜をはか っていただいた水野先

生に感謝いたします｡
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